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濡れた肌着の保温性に関する研究

船舶蟻装品研究所　村山雅己

東京学芸大学教育　中橋美智子　　○村田あけみ

　　冬山登山時における肌着の材質選別は重要である。行動中の発汗により肌着

ことは気温がマイナスであっても避けられない。そして休息時には風による対流

分気化に伴う放熱等で急激な体温の低下を強いられ、遭難につながる場合も多い

れる。これらは、すべて衣服の濡れによる人体エネルギーの消耗が大きく関与し

本研究では、濡れた肌着の保温性、その他保温性に関する諸量を測定することに

の濡れが人体の熱放散にどのような影響を及ぼしているかを考察研究する。
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果　　熱伝導率はずぶ濡れになってしまうと、結局水の熱伝導率に近づき素材によ

ほとんどない。その結果、濡れた状態での保温性としては、生地が厚く且つ肌との

積が小さく最後まで空気層を保持する素材が保温力も最大であった。実験は、肌と

接触しているものとして保温力を測定した･が、実際の着用においては、肌に接触し

時としていない時がある。僅かでも肌から素材が離れていろと保温力は大きく増大

とがわかっており、素材によっては僅かな圧力でも持続して密着する素材があるた

自の方法でその密着の度合を数量化した結果、綿のみが大きな値を示した。

５月29日（日） 第11会場 午後1:00～5:00

D 88　　一紙おむつ使用の検討　一　乳‘幼児用について　一

　　　　　元福岡女子大家政　平松‐江　　中村学園短大　才田真喜代

　　　　　佐賀大教育　○甲斐今日子　　　中村学園短大　森まき子

　目的　これまで紙おむつの品質、特に「むれ」と関係の潔い透湿性について布おむつと比較検討し、市

販されている紙おむつはまだ改善の必要かあり、その使い方には工夫がいることを報告してきた。年々、

紙おむつの宜伝はめざましく、数多くの商品が街に氾濫するようになり、一方、育児誌や新聞の家庭欄等

でその使用の是非や使い方について論議されるようになってきた。そこで、紙おむつの使用の現状を把狸

し、紙おむつ使用増加の原因と問題点を捜すとともに、今後の研究資料を得ることを目的とした。また、

現在市販されている紙おむつの品質表示や宜伝内容についても調査し、果して正しい情報が提供されてい

るかどうかの検討を加えた。

　方法　紙おむつ使用の現状について、福岡、佐賀両市とその近郊に居住する24ヶ月以下の子供を持つ母

親を対象として、アンケート調査を実施した。調査方法は、面接による聴き取り法で、内容はおむつの使

用状況とおむつに対する意識である。また、家族状況や職案、育児誌の講読の有無についても調査項目に

加えた。

　結果　おむつの使用状況については、布おむつと紙おむつとを併用している人か最も多かった。紙おむ

つを使用する理由で最も多いのがr長時間使用できるｊであったが、紙おむつのみ使用している母親は、

l併用組に比べて「手間か省けて便利である」という理由か多かった。よく使用されている紙おむつは大手

メーカーのものか多く、メーカ-側の宣伝効果や、母親のブランド志向かうかがえた。拡大家族より核家

族の母親の方が、また有職の母親より専業主婦の母親の方が、紙おむつの使用者が多い傾向が見られた。


